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(57)【要約】
　第１の表示装置に表示されている現在の番組チャンネ
ルおよびそのチャンネルのコンテンツをトラッキングす
る。第１の表示装置に表示されているコンテンツに関連
するウェブ・コンテンツを検索し、その結果得られたデ
ータを、少なくとも１つの第２の表示装置において、ユ
ーザ・インタフェースを介してユーザが利用できるよう
にする。検索の結果をユーザが利用できるようにして、
検索の結果得られたデータが少なくとも１つの第２の表
示装置に表示するものとして選択されたときに、そのデ
ータが、第１の表示装置におけるコンテンツの表示を妨
害することなく、少なくとも１つの第２の表示装置に表
示されるようにする。番組チャンネルが変更されたとき
、またはそのチャンネルのコンテンツが変化したときに
は、現在視聴しているコンテンツに関連するデータを探
す新たな検索を開始する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供する方法であって、
　第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキングするステップと、
　インターネットを介してアクセス可能な、前記第１の表示装置に表示されている前記コ
ンテンツに関連するデータを検索するステップと、
　少なくとも１つの第２の表示装置上で、前記検索の結果として見つかったデータへのア
クセスを提供するステップと、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　データへの前記アクセスを、前記第１の表示装置に表示されている前記コンテンツに関
連するデータへのリンクによって提供する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リンクが、自動的に決定され、ユーザに対して提示される、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記検索がウェブ・サーバに接続するローカル・ネットワークＵＲＬをユーザに提供す
ることによって実行され、該ローカル・ネットワークＵＲＬに接続すると、前記第１の表
示装置に表示されている現在のチャンネルおよび番組に基づいて前記第１の表示装置に表
示されている前記コンテンツに関連するデータの検索を該ウェブ・サーバが開始する、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記検索の結果がＨＴＭＬページを介して提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＨＴＭＬページが高機能電子サービス・ガイドを表現する、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記検索がＲＥＳＴに基づく検索インタフェースを介して実施される、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　表示されている前記コンテンツの現在の番組チャンネルおよびそのチャンネルの前記コ
ンテンツがトラッキングされて、前記番組チャンネルが変更された場合、または前記チャ
ンネルの前記コンテンツが変化した場合に、現在視聴しているコンテンツに関連するデー
タを探す新たな検索が開始されるようになっている、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　インターネットを介してアクセス可能な前記データが前記第１の表示装置に表示されて
いるコンテンツに関連するウェブ・コンテンツ・ソースを含み、該ウェブ・コンテンツ・
ソースが、オフィシャル・ウェブサイト、ウィキペディア・ページ、インターネット動画
データベース・ページ、ストリーミング・コンテンツ・プロバイダ、ウェブ画像およびＴ
ｗｉｔｔｅｒのやりとりのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記検索の結果が、タブ・フォーマットを有するウェブ・ページを用いて提示される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記検索の結果が、スライドショー・フォーマットを用いて提示される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の表示装置に表示のために選択されたデータが、前記第１の表示装置における
コンテンツの表示を妨害することなく、前記第２のスクリーン装置に表示される、請求項
１に記載の方法。
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【請求項１３】
　複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供する装置であって、
　番組コンテンツを受信して同調させるチューナと、
　第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキングするプロセッサと、
　前記プロセッサと協働して、前記第１の表示装置に表示されている前記コンテンツに関
連する、インターネットを介してアクセス可能なデータを検索し、前記検索の結果として
見つかったデータを少なくとも１つの第２の表示装置上でアクセス可能にするウェブ・サ
ービスと、を備える前記装置。
【請求項１４】
　少なくとも前記検索の結果を記憶するデータベースをさらに備える、請求項１３に記載
の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサおよび前記ウェブ・サービスが、前記少なくとも１つの第１の表示装置
および前記少なくとも１つの第２の表示装置と通信を行う中央インタフェース・プラット
フォームを含み、該中央インタフェース・プラットフォームが、前記第１の表示装置に表
示されるコンテンツに関連するデータを取り出し、このデータを前記第２の表示装置に伝
送する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供するシステムであって、
　受信したコンテンツを表示する第１の表示装置と、
　前記第１の表示装置に表示されている前記コンテンツに関連するコンテンツを、前記第
１の表示装置におけるコンテンツの表示を妨害することなく表示する、少なくとも１つの
第２の表示装置と、
　インターネットを介してアクセス可能なデータへのアクセスを提供するウェブ・サービ
スと、
　装置と、を備え、
　該装置が、
　　コンテンツを受信するチューナと、
　　前記第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキングし、前記ウェブ・サ
ービスと協働して、前記第１の表示装置に表示されている前記コンテンツに関連する、イ
ンターネットを介してアクセス可能なデータを検索し、前記検索の結果として見つかった
データを前記少なくとも１つの第２の表示装置上でアクセス可能にするプロセッサと、を
含む、前記システム。
【請求項１７】
　前記インターネット検索の結果得られた前記データが、ユーザ・インタフェースを介し
て前記少なくとも１つの第２の表示装置上で提示される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ユーザ・インタフェースが、タブ・フォーマットを有するウェブ・ページを含む、
請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ユーザ・インタフェースが、スライドショー・フォーマットを有するウェブ・ペー
ジを含む、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記第１の表示装置および前記少なくとも１つの第２の表示装置が、テレビジョン・ス
クリーン、ラップトップ・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ、ネットブック、
スマートフォン、およびタブレットのうちの少なくとも１つを含む、請求項１７に記載の
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、一般にメディア消費に関し、より詳細には、関連するコンテンツを複数のス
クリーンを用いて体験する方法、装置およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネット接続機能を備えたテレビジョンが、市場に登場している。さらに
、テレビジョンに接続してオンスクリーン対話機能を提供する周辺機器も導入されている
。ただし、このような主となるテレビジョン・スクリーン上でのインターネットおよび周
辺機器との対話機能には、主となるコンテンツが見にくくなる、インタフェース機構が扱
いにくいなど、多くの欠点がある。
【０００３】
　現在の市場では、ＴＶ視聴者の周囲に、ラップトップ、ネットブック、スマートフォン
、タブレットなど、豊富なユーザ・インタフェース機能およびインターネット接続機能を
特徴とする「第２のスクリーン」装置があることが多い。しかし、現在のところ、これら
の装置は、テレビジョン視聴体験から切り離されたものである。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施形態は、このような従来技術の欠点に対処するものであり、複数のスクリ
ーンによるメディア体験を提供する方法、装置およびシステムを提供する。
【０００５】
　本発明の一実施形態では、第１の表示装置で視聴しているコンテンツを妨害しない複数
のスクリーンによるメディア体験を提供する方法は、第１の表示装置に表示されているコ
ンテンツをトラッキングすることと、その第１の表示装置に表示されているコンテンツに
関連する、インターネットを介してアクセス可能なデータを検索することと、少なくとも
１つの第２の表示装置上で、上記検索の結果得られたデータへのアクセスを提供すること
とを含む。本発明の様々な実施形態では、検索結果および検索の結果として見つかったコ
ンテンツで、少なくとも１つの第２の表示装置に表示するものとして選択されたものは、
上記第１の表示装置におけるコンテンツの表示を妨害することなく、少なくとも１つの第
２の表示装置に表示される。
【０００６】
　本発明の代替実施形態では、複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供する装置は
、番組コンテンツを受信して同調させるチューナと、第１の表示装置に表示されているコ
ンテンツをトラッキングするプロセッサと、プロセッサと協働して、その第１の表示装置
に表示されているコンテンツに関連する、インターネットを介してアクセス可能なデータ
を検索し、検索の結果として見つかったデータを上記少なくとも１つの第２の表示装置上
でアクセス可能にするウェブ・サービスとを含む。
【０００７】
　本発明の代替実施形態では、複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供するシステ
ムは、受信したコンテンツを表示する第１の表示装置と、その第１の表示装置に表示され
ているコンテンツに関連するコンテンツを、上記第１の表示装置におけるコンテンツの表
示を妨害することなく表示する、少なくとも１つの第２の表示装置と、インターネットを
介してアクセス可能なデータへのアクセスを提供するウェブ・サービスと、コンテンツを
受信するチューナ、および上記第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキン
グし、ウェブ・サービスと協働して、上記第１の表示装置に表示されているコンテンツに
関連する、インターネットを介してアクセス可能なデータを検索し、検索の結果として見
つかったデータを上記少なくとも１つの第２の表示装置上でアクセス可能にするプロセッ
サを有する装置とを含む。
【０００８】
　本発明の教示は、以下の詳細な説明を添付の図面と関連付けて考慮することにより、容
易に理解することができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００９】
【図１】従来技術による家庭内視聴環境を示すハイレベルブロック図である。
【図２】本発明の実施形態による家庭内視聴システムを示すハイレベルブロック図である
。
【図３】本発明の実施形態による、タブ・フォーマットを有するウェブ・ページ・フォー
マットの例示的な関連コンテンツのブラウザ・インタフェースのスクリーンショットを示
す図である。
【図４】本発明の実施形態による複数のスクリーンによるコンテンツ視聴方法を示すフロ
ー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　これらの図面は、本発明の概念を例示するためのものであって、必ずしも本発明を説明
するための唯一可能な構成ではないことを理解されたい。理解し易いように、各図面に共
通する同一の要素は、可能な限り同一の参照番号を用いて示してある。
【００１１】
　本発明の実施形態は、複数のスクリーンによるメディア体験を提供する方法、装置およ
びシステムを提供するので有利である。主としてテレビジョン上のメイン・コンテンツに
関連する補助コンテンツを第２のスクリーン装置上で提供するというコンテクストで本発
明について説明するが、この本発明の具体的な実施形態は本発明の範囲を限定するものと
して扱うべきではない。本発明の概念は、任意のスクリーン装置におけるメイン・コンテ
ンツの提示、および第２のスクリーン装置だけでなくさらに多くのスクリーン装置におけ
る補助コンテンツの提示に有利に適用することができることを当業者なら理解するであろ
うし、本発明の教示によって知らされるであろう。
【００１２】
　図面に示す様々な要素の機能は、専用のハードウェアを使用することによって、また適
切なソフトウェアと連携してソフトウェアを実行可能なハードウェアを使用することによ
って、提供することができる。プロセッサによってそれらの機能を提供するときには、単
一の専用プロセッサで提供することも、単一の共用プロセッサで提供することも、あるい
はその一部を共用することもできる複数の個別プロセッサで提供することもできる。さら
に、「プロセッサ」または「制御装置」という用語を明示的に用いていても、ソフトウェ
アを実行可能なハードウェアのみを指していると解釈すべきではなく、ディジタル信号プ
ロセッサ（「ＤＳＰ」）ハードウェア、ソフトウェアを記憶するための読取り専用メモリ
（「ＲＯＭ」）、ランダム・アクセス・メモリ（「ＲＡＭ」）および不揮発性記憶装置を
暗に含むことがあり、ただしこれらに限定されない。さらに、本発明の原理、態様および
実施形態ならびに本発明の具体的な例について本明細書で述べる全ての記述は、その構成
的均等物および機能的均等物の両方を含むものとする。さらに、これらの均等物には、現
在既知の均等物だけでなく、将来開発されるであろう均等物も含まれるものとする（すな
わち、その構成に関わらず、同じ機能を実行する開発される任意の要素も含まれるものと
する）。
【００１３】
　従って、例えば、当業者なら、本明細書に示すブロック図が本発明の原理を実施する例
示的なシステム構成要素および／または回路の概念図を表していることを理解するであろ
う。同様に、任意のフローチャート、流れ図、状態遷移図、擬似コードなどが、コンピュ
ータ可読媒体中に実質的に表現され、明示してある場合もしていない場合もあるコンピュ
ータまたはプロセッサによって実質的に実行され得る様々なプロセスを表すことも理解さ
れたい。
【００１４】
　図１は、従来技術による家庭内視聴環境を示すハイレベルブロック図である。図１に示
すように、視聴者１１０は、テレビジョン１１５のコンテンツを消費しており、無線ネッ
トワーク１３０を介したインターネット・アクセスを利用してその他のコンテンツを消費
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するための追加の表示スクリーン、例えばラップトップ・コンピュータ１２０および携帯
電話１２５などに囲まれている。図１の実施形態では、各スクリーン上での消費体験は、
別個の体験であり、接続されていない。
【００１５】
　図２は、本発明の実施形態による家庭内視聴システムを示すハイレベルブロック図であ
る。図２のシステム２００は、例えば、第１のスクリーン２１５（例えばテレビジョン）
、第２のスクリーン２２０（例えばラップトップ・コンピュータ）、第３のスクリーン２
２５（例えば携帯電話機）、およびセット・トップ・ボックス２４０を含む。図２のセッ
ト・トップ・ボックス２４０は、例えば、チューナ２４２、および本明細書に記載する本
発明の様々な実施形態の概念による複数のスクリーンによるメディア体験を提供するため
のサービス・プラットフォームを実行するプロセッサ２４４を含む。
【００１６】
　図２のセット・トップ・ボックスは、例えば、ウェブ・サービス２５２と、ガイド更新
処理部２５４と、データベース２５６とを含む、高機能電子サービス・ガイド（ＥＳＧ）
サーバ２５０をさらに含む。図２には、情報およびコンテンツをセット・トップ・ボック
ス２４０とやりとりするためのインターネット２６０もさらに示してある。
【００１７】
　図２には、ＥＳＧサーバ２５０がセット・トップ・ボックス２４０の統合された構成要
素であるものとして示してあるが、本発明の代替実施形態では、本発明の様々な実施形態
の第２のスクリーン用の関連データを探し出すのに必要なウェブ検索の量、およびこれら
の検索を実行するのに要する時間によっては、図２に示すようなセット・トップ・ボック
スの一体構成要素の代わりに、完全なＥＳＧデータベースを備える中央サーバ（図示せず
）を使用することもできる。本発明の中央サーバは、その関連データ、例えばメイン・ス
クリーンに表示されている番組／コンテンツに関連するＥＳＧに関連するデータなどを探
す必要な検索を実行し、その結果をデータベースにキャッシュし、その後、そのデータを
、図２のセット・トップ・ボックス２４０などのセット・トップ・ボックス上で動作する
第２のスクリーン装置／サービス・プラットフォームに供給する。このような実施形態で
は、関連データ／ＥＳＧデータは、ＲＥＳＴ／ＪＳＯＮインタフェースを介してＨＴＴＰ
によって公開される。データベース・キャッシュにおいては、データベース・バックエン
ドとしてＳＱＬｉｔｅまたはＭｙＳＱＬへの接続の柔軟性から、ＳＱＬＡｌｃｈｅｍｙデ
ータベース・ライブラリを使用する。このような実施形態の１つでは、標準ＥＳＧを毎日
夜の間にダウンロードして、以下のように高機能ＥＳＧデータを埋めるためのウェブ検索
を実行するために使用する。
【００１８】
　本発明の様々な実施形態では、複数のスクリーン装置２１５、２２０および２２５を使
用して、機能が強化されたテレビジョン視聴体験を提供する。一実施形態では、セット・
トップ・ボックス２４０を利用して、サービスを提供し、複数のスクリーン装置２１５、
２２０および２２５がアクセス可能なコンテンツにアクセスする。本発明の複数のスクリ
ーン装置２１５、２２０および２２５は、第１のテレビジョン・スクリーンのコンテンツ
を見にくくすることなく、情報および追加コンテンツを見るためのディスプレイを備える
。第１のスクリーン装置２１５の外部の第２のスクリーン装置２２０および２２５も、マ
ウス、キーボード、タッチ・スクリーンなどを介してユーザ・インタフェースを提供でき
る。第１の番組（例えばテレビジョンのチャンネル）は、第１のスクリーンに表示され、
この第１の番組に関連するまたは関連付けられたコンテンツは、第２のスクリーン上で、
一実施形態では図２のウェブ・サービス２５２などのウェブ・インタフェースを介して、
ユーザが利用できるようにする。そのウェブ・インタフェースは第２のスクリーン装置の
特徴を利用できるようにカスタマイズすることもできる。
【００１９】
　近年は、セット・トップ・ボックスがさらに高機能化しており、高速汎用プロセッサ、
大容量ハード・ドライブ（ＤＶＲコンテンツ記憶用）、高性能オペレーティング・システ
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ム、およびネットワーク接続性を特徴としている。第１のスクリーン装置と第２のスクリ
ーン装置を最適な形で一体化するには、利用できるチャンネルのラインアップ、電子サー
ビス・ガイド、現在同調しているチャンネル、および同調／再生機能（これらは全てセッ
ト・トップ・ボックスによってその中央機能の一部として提供される）にアクセスする必
要がある。
【００２０】
　本発明の様々な実施形態では、セット・トップ・ボックスは、どの番組に現在同調して
いるかを把握しており、別の番組に同調させることができ、ユーザの利用できる番組編成
に適用可能な電子サービス・ガイド（ＥＳＧ）へのアクセス権を有しており、かつ図２の
実施形態を参照して上述したようなデスクトップ・コンピュータのものに近いプロセッサ
、メモリおよびネットワーク接続機能を有している。図２の実施形態に示すように、セッ
ト・トップ・ボックス２４０にウェブ・サーバ機能を組込むことにより、本発明の様々な
実施形態の機能を、一実施形態では図２に示すようなＨＴＭＬ／ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（
登録商標）およびＲＥＳＴ／ＪＳＯＮなどの標準的なウェブ・プログラミング・パラダイ
ムを用いてＨＴＴＰを介して、本発明のホーム・ネットワーク上の市販の第２のスクリー
ン装置で利用できるようにすることができる。本発明の様々な実施形態の有効性に影響を
及ぼす可能性のある要因の１つは、ユーザが利用できるデータの品質であり、従って、図
２の実施形態のシステムは、ウェブ・サービス２５２を介してアクセスしたウェブ・コン
テンツによって強化された番組情報のデータベース２５６を備えるＥＳＧサーバ２５０を
含む。
【００２１】
　例えば、ウェブは、テレビジョン番組に関する膨大な情報で満たされているが、現在で
は、この体験はユーザにとっては切り離されたものである。現在のシステムでは、ウェブ
／インターネット上の情報を取り出すためには、ユーザは、自分がどの番組を現在見てい
るかを特定し、ウェブ・ブラウザを開き、検索のための適当な情報を入力し、その後に検
索エンジンの結果に目を通して手作業で関連する情報を見つけなければならない。本発明
の様々な実施形態では、ウェブ／インターネット上でコンテンツを探す検索を自動化する
ことによって、ユーザの視聴体験を改善する。本発明の一実施形態では、ユーザは、セッ
ト・トップ・ボックス上で動作するウェブ・サーバに接続するローカル・ネットワークＵ
ＲＬを与えられる。このＵＲＬに接続すると、現在視聴しているチャンネルおよび番組に
基づいてウェブ／インターネット上の関連コンテンツを探す検索が開始される。本発明の
このような実施形態では、ユーザには、検索結果を表示するＨＴＭＬページが提示される
。
【００２２】
　本発明の様々な実施形態では、ユーザがチャンネルを変更したとき、またはあるチャン
ネルで表示されているコンテンツが変化したときに、ＨＴＭＬページが現在視聴している
番組に対する関連コンテンツに自動的に更新されるように、現在の番組のチャンネルおよ
びそのコンテンツをトラッキングする。従って、ユーザは、現在の番組に関連のある様々
なウェブ・コンテンツ・ソース、例えば利用可能ならオフィシャル・ウェブサイト、ウィ
キペディアのページ、インターネット動画データベース（ＩＭＤｂ）ページ、ストリーミ
ング・コンテンツ・プロバイダ、ウェブ画像、Ｔｗｉｔｔｅｒのやりとりなどに直ちにア
クセスすることができる。
【００２３】
　本発明の一実施形態では、関連コンテンツ／関係コンテンツの結果は、よくあるユーザ
・インタフェース・パラダイムであるタブ・フォーマットのウェブ・ページに表示される
。例えば、図３は、本発明の実施形態によるタブ・フォーマットを有するウェブ・ページ
・フォーマットの例示的な関連コンテンツのブラウザ・インタフェースのスクリーンショ
ットを示している。図３に示すように、第２のスクリーンを使用して、第１のスクリーン
上で見ている番組に関連する情報へのアクセスをユーザに提供することができる。図３の
実施形態では、第１のスクリーン上で見ているコンテンツはＳｔａｒ　Ｔｒｅｋ、Ｅｎｔ
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ルである。図３は、第２のスクリーン上のこれに関連する利用できるコンテンツを、タブ
・フォーマットのウェブ・ページに示している。図３に示すように、第２のスクリーン上
で、オフィシャル・ウェブサイトであるＳｔａｒＴｒｅｋ．ｃｏｍへのアクセスが可能に
なっており、さらに、ウィキペディア、ウェブ、関連画像、ＩＭＤｂ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、
関連ネットワーク（例えばＮＢＣユニバーサル）およびチャンネル・ガイドへのアクセス
も可能になっている。図３の実施形態では、ユーザには、Ｆａｃｅｂｏｏｋなどのソーシ
ャル・ネットワーク上で受信した情報を共有するためのアイコンが与えられる。図３に示
すように、ニュース、特集、シリーズ／動画、ライブラリ、コミュニティ、ゲーム、関連
グッズを購入できる店舗へのアクセスなどのタブを用いて、その他の利用可能な関連情報
にもアクセスすることができる。
【００２４】
　本発明の代替実施形態では、関連情報を「スクリーン・セーバ」モードでユーザに対し
て提示することにより、関連するコンテンツの領域がスライド・ショーとして自動的に繰
り返しユーザに対して表示されるようにすることができる。このような表示モードでは、
受動的な情報消費に対する能動的な情報消費を強調する。従来技術の解決策と異なり、本
発明の実施形態では、ノンリニアなコンテンツ／ガイド探索手法をユーザに提供する。本
発明の様々な実施形態では、第２のスクリーンの機能は、クラスタリング・アルゴリズム
およびデータ視覚化における現在の技術水準を活用することができる、コンテンツをガイ
ド（案内）するためのノンリニアな手法を備える。これに対して、従来のオンスクリーン
・ガイドでは、チャンネルと時間を軸とした２次元の表に、単純にリニアに番組を列挙し
ている。このようなガイドは、実装が容易で、リモート・コントロールによる操作が容易
であるために普及している。通常の電子サービス・ガイド・データに含まれる情報には限
りがあり、タイトル、サブタイトル、概要、カテゴリ／ジャンル、コンテンツの規制、一
部の番組のトップ・クレジット（制作スタッフ）、ならびにスケジュール情報（時間およ
びチャンネル）など、オン・スクリーン・テレビジョン表示に必要な情報しか含んでいな
い。このデータは、通常のリニアな番組ガイドに必要とされる条件は満たしており、名前
やカテゴリによる簡単な検索は可能であるが、本発明の様々な実施形態の高性能な表示お
よびインタフェース機能には、最適とは云えない。
【００２５】
　本発明の実施形態によれば、例えばウェブ検索を用いて、インターネットから取得した
データによってＥＳＧが強化される。例えば、以下の表１は、標準的なＥＳＧデータと、
例示的な高機能ＥＳＧにおける本発明の実施形態によって探し出して表示したデータとに
よって得られる情報の例を比較したものである。
【００２６】
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【表１】

本発明の様々な実施形態では、高機能ＥＳＧを埋めるために、様々なサードパーティから
のウェブ・サービス・インタフェースを使用することができる。一実施形態では、ウェブ
上で情報を探し出すプロセスを簡略化するＲＥＳＴに基づく検索インタフェースを提供す
るＧｏｏｇｌｅ（登録商標）およびＢｉｎｇを使用する。本発明のこのような実施形態で
は、番組情報に基づく検索クエリのフォーマット化、およびその結果の品質の解釈の両方
において、ヒューリスティック手法を採用する。さらに、ウィキペディアおよびＩＭＤｂ
は周知の情報ソースであるので、このようなサイト上でも、関連コンテンツ／関連番組を
検索することができる。
【００２７】
　本発明の様々な実施形態では、視聴しているメイン・コンテンツ／メイン番組またはこ
のメイン・コンテンツ／メイン番組に関連する情報に対するオフィシャル・ウェブサイト
を探し出す試みを行う。多くの場合には、このような情報は、番組に対するウィキペディ
ア・データから引くことができ、それができない場合には、検索インタフェースを介して
オフィシャル・サイトを特定する試みを行う。検索結果を最大限に増やすために、一実施
形態では、範囲の狭い番組検索を最初に試みた後で、検索範囲を次第に拡大していくフォ
ールバック機構を利用する。例えば、あるテレビジョン・シリーズのあるエピソードの場
合には、その特定のエピソードを最初に検索し、それが見つからない場合には、その特定
のシリーズに検索範囲を拡大し、それでも見つからない場合には、そのエピソードが放送
されているテレビジョン・チャンネルに検索範囲を拡大する。このような検索モデルでは
、ほとんどの場合に所与の番組に対する何らかの関連するコンテンツを第２のスクリーン
上で必ず利用できるようにすることにより、ユーザの体験を改善する。本発明者は、本発
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明のフォールバック手法を用いると、所与の番組でウェブ情報の入手可能性が高いことを
確認した。例えば、表２は、１日分のローカル・ケーブル・プロバイダの番組からＥＳＧ
に読み込まれた２０８０件の番組についてのウェブ情報のカバー率の検索結果を示してい
る。
【００２８】
【表２】

表２に示す結果から明らかなように、ウィキペディアは、理想的なデータ・ソースである
。ウィキペディアのオープンで共同作業的な手法は、ウィキペディア上で関連コンテンツ
を探す際の高いヒット率が示すように、幅広いトピックの範囲をもたらす結果となってい
る。さらに、ウィキペディアのデータは、クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの下で
ライセンスされ、データを自由に共有し、改変することができる。最後に、実施という観
点からは、ウィキペディアは、本発明の高機能ＥＳＧにとって望ましい様々な共通データ
属性の簡単な構文解析を可能にする「インフォボックス」マークアップ拡張を提供する。
【００２９】
　本発明の様々な実施形態では、利用できるストリーミング・コンテンツへのリンクを検
索して、関連コンテンツをユーザに提供する。すなわち、ユーザは、テレビジョン番組な
どのコンテンツに対するウェブを検索する場合は、ストリーミング・コンテンツを視聴し
たいと思うことが多い。例えば、コムスコアによれば、人気のある米国のテレビジョン・
ストリーミング・サイトであるＨｕｌｕが２０１０年１月に配信したビデオ・ストリーム
数は、９億３００万本であった。その他のストリーミング・テレビジョン・コンテンツ・
ソースとしては、Ｃｏｍｃａｓｔのケーブル加入者が利用できるＦａｎｃａｓｔ．ｃｏｍ
、Ｎｅｔｆｌｉｘの加入者が利用できるＮｅｔｆｌｉｘ　ＩｎｓｔａｎｔＷａｔｃｈなど
がある。表３は、あるローカル・ケーブル・プロバイダの１日分のＥＳＧデータから抽出
した１６１２件の番組についてのこれらのサービスのストリーミング・コンテンツのカバ
ー率を示している（スポーツ、ニュース、およびショッピングは、これらのサービスでは
利用できる可能性が低いので除いてある）。
【００３０】

【表３】

【００３１】
　テレビジョンの視聴のようなメディア消費活動は、ソーシャル・ネットワーキング・メ
ッセージの共通のテーマであり、ユーザがテレビジョン・コンテンツを消費している間に
別のスクリーン装置から情報を知らせることが多いというのは、妥当な仮定である。
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【００３２】
　本発明の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキングを実施して、本明細書で述べる
ような第２のスクリーン装置のユーザがこのようなソーシャル・ネットワーキング・サー
ビスを介して自分の意見を共有するための通信を行うこと、またはソーシャル・ネットワ
ークを用いて関連情報／関連コンテンツを検索することを可能にする。すなわち、ソーシ
ャル・ネットワーキング・サービスによって、インターネットのユーザは、家族と、友人
と、またインターネット・コミュニティ全体と、自分の考えを共有することができる。特
に人気のあるソーシャル・ネットワーキング・サービスとしては、２００９年１２月現在
のユーザ数が３億５千万人、Ａｌｅｘａ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｒａｎｋでも世界および米国
の両方で２位と報告されているＦａｃｅｂｏｏｋ、ならびに２０１０年２月現在で１日あ
たり５千万の「ツイート」があると報告されているＴｗｉｔｔｅｒが挙げられる。図３の
実施形態に示すように、タブ／リンクを設けて、上述のようにユーザがソーシャル・ネッ
トワーキング・サービスに接続できるようにしている。さらに、これもやはり図３の実施
形態に示すように、タブ／リンクを設けて、ユーザがＴｗｉｔｔｅｒと接続／対話して、
現在の番組に関連する検索語と一致するＴｗｉｔｔｅｒの「ツイート」のストリーム（流
れ）にアクセスし、これを表示することができるようにすることもできる。
【００３３】
　本発明の一実施形態では、フロントエンドのＴＶインタフェース・アプリケーションと
して、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）で動作するＷｉｎｄｏｗｓ（登
録商標）　Ｍｅｄｉａ　ＣｅｎｔｅｒおよびＬｉｎｕｘ（登録商標）で動作するＭｙｔｈ
ＴＶの両方が実装された。両アプリケーションとも、ＴＶ同調機能、サービス・ガイド、
リモート・コントロールのサポート、プラグインのサポート、魅力的な設計、およびセッ
ト・トップ・ボックスのインタフェースに似たユーザ・インタフェースを提供する。これ
らのアプリケーションを評価したところ、両方ともかなり簡単にインタフェースをとるこ
とができることが分かったので、ハードウェアの柔軟性および既存のシステムとの統合可
能性を維持するという利点を考慮して、このシステムでは両方の環境をサポートすること
に決めた。上述の実施形態では、プログラミング言語のＰｙｔｈｏｎおよびウェブ・アプ
リケーション・フレームワークのＰｙｌｏｎｓを、本発明のこの実施形態のウェブ・プラ
ットフォームとして選択した。利点としては、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）とＬｉｎｕｘ
の間の可搬性、迅速な展開能力、膨大なライブラリ・サポート、およびＨＴＭＬ表現およ
びＲＥＳＴ／ＪＳＯＮウェブ・サービスの両方を提供できることなどが挙げられる。
【００３４】
　本発明の様々な実施形態では、ディスプレイ・サイズおよびインタフェース機構が大き
く異なる幅広い第２のスクリーン装置に対応するために、特定の装置向けにカスタマイズ
することができるレンダリング機構／プロセッサにデータが送られる。例えば、本発明の
１つの実験的な実施形態では、データはＨＴＭＬブラウザ・フォーマットにレンダリング
され、またコンパクトでタッチ・フレンドリなインタフェースを提供するスマートフォン
のインタフェースにレンダリングされる。このような実施形態では、将来的にネイティブ
・アプリケーションおよび／またはＦｌａｓｈアプリケーションをサポートする装置と相
互運用できるように、低レベルのＲＥＳＴ／ＪＳＯＮもサポートする。
【００３５】
　図４は、本発明の実施形態によるマルチスクリーンによるコンテンツ視聴方法を示す流
れ図である。図４の方法４００では、最初にステップ４０２で、第１の表示装置に表示し
ているコンテンツをトラッキングする。例えば、本発明の一実施形態では、そのコンテン
ツを視聴しているチャンネルをトラッキングし、そのチャンネルで提供されている番組を
トラッキングする。方法４００は、次いで、ステップ４０４に進む。
【００３６】
　ステップ４０４で、第１の表示装置に表示されているコンテンツに関連する、インター
ネットを介してアクセス可能なデータを検索する。例えば、本発明の一実施形態では、ウ
ェブ・サーバに接続するローカル・ネットワークＵＲＬをユーザに提供することによって
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、検索を実行する。そのローカル・ネットワークＵＲＬに接続すると第１の表示装置に表
示されている現在のチャンネルおよび番組に基づいて第１の表示装置に表示されているコ
ンテンツに関連するデータの検索をウェブ・サーバが開始する、次いで、この方法４００
は、ステップ４０６に進む。
【００３７】
　ステップ４０６で、検索の結果見つかった、第１の表示装置に表示されているコンテン
ツに関連するデータに、少なくとも１つの第２の表示装置を介してアクセスできるように
する。例えば、本発明の一実施形態では、検索の実行後に、その検索の結果を、上記の実
施形態で述べたようにユーザ・インタフェースを介してユーザが入手できるようにするこ
とができる。すなわち、検索の結果見つかった第１の表示装置に表示されている現在のコ
ンテンツに関連するデータへのリンクを含むユーザ・インタフェースを、ユーザに提示す
ることができる。その後、この方法４００を終了することができる。
【００３８】
　マルチスクリーンによるメディア体験を提供する方法、装置およびシステムの様々な実
施形態について（限定ではなく例示を目的として）述べたが、当業者なら、上記の教示に
照らして様々な修正および改変を加えることができることに留意されたい。従って、開示
した本発明の具体的な実施形態には、本発明の範囲および趣旨を逸脱しない変更を加える
ことができることを理解されたい。以上の説明は、本発明の様々な実施形態を対象とする
ものであるが、本発明の基本的な範囲を逸脱することなく、本発明のその他のさらなる実
施形態を工夫することもできる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月22日(2014.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供する方法であって、
　第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキングするステップと、
　インターネットを介してアクセス可能な、前記第１の表示装置に表示されている前記コ
ンテンツに関連するデータを検索するステップと、
　少なくとも１つの第２の表示装置上で、前記検索の結果として見つかったデータへアク
セスするステップと、
を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記データへのアクセスを、前記第１の表示装置に表示されている前記コンテンツに関
連するデータへのリンクによって行う、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リンクが、自動的に決定され、ユーザに対して提示される、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記検索がウェブ・サーバに接続するローカル・ネットワークＵＲＬをユーザに提供す
ることによって実行され、該ローカル・ネットワークＵＲＬに接続すると、前記第１の表
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示装置に表示されている現在のチャンネルおよび番組に基づいて前記第１の表示装置に表
示されている前記コンテンツに関連するデータの検索を該ウェブ・サーバが開始する、請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記検索の結果がＨＴＭＬページによって提供される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＨＴＭＬページが高機能電子サービス・ガイドを表す、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記検索がＲＥＳＴに基づく検索インタフェースによって実施される、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　表示されている前記コンテンツの現在の番組チャンネルおよびそのチャンネルの前記コ
ンテンツが、前記番組チャンネルが変更された場合、または前記チャンネルの前記コンテ
ンツが変化した場合に、現在視聴しているコンテンツに関連するデータを探す新たな検索
が開始されるようにトラッキングされる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　インターネットを介してアクセス可能な前記データが前記第１の表示装置に表示されて
いるコンテンツに関連するウェブ・コンテンツ・ソースを含み、該ウェブ・コンテンツ・
ソースが、オフィシャル・ウェブサイト、ウィキペディア・ページ、インターネット動画
データベース・ページ、ストリーミング・コンテンツ・プロバイダ、ウェブ画像およびＴ
ｗｉｔｔｅｒのやりとりのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記検索の結果が、タブ・フォーマットを有するウェブ・ページを用いて提示される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記検索の結果が、スライドショー・フォーマットを用いて提示される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の表示装置に表示のために選択されたデータが、前記第１の表示装置における
コンテンツの表示を妨害することなく、前記第２の表示装置に表示される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１３】
　複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供する装置であって、
　番組コンテンツを受信して同調させるチューナと、
　第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキングするプロセッサと、
　前記プロセッサと協働して、インターネットを介してアクセス可能な、前記第１の表示
装置に表示されている前記コンテンツに関連するデータを検索し、前記検索の結果として
見つかったデータを少なくとも１つの第２の表示装置上でアクセス可能にするウェブ・サ
ービスと、を備える前記装置。
【請求項１４】
　少なくとも前記検索の結果を記憶するデータベースをさらに備える、請求項１３に記載
の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサおよび前記ウェブ・サービスが、前記少なくとも１つの第１の表示装置
および前記少なくとも１つの第２の表示装置と通信を行う中央インタフェース・プラット
フォームを含み、該中央インタフェース・プラットフォームが、前記第１の表示装置に表
示されるコンテンツに関連するデータを取り出し、このデータを前記第２の表示装置に伝
送する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　複数のスクリーンによるコンテンツ体験を提供するシステムであって、
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　受信したコンテンツを表示する第１の表示装置と、
　前記第１の表示装置に表示されている前記コンテンツに関連するコンテンツを、前記第
１の表示装置におけるコンテンツの表示を妨害することなく表示する、少なくとも１つの
第２の表示装置と、
　インターネットを介してアクセス可能なデータへアクセスするウェブ・サービスと、
　装置と、を備え、
　該装置が、
　　コンテンツを受信するチューナと、
　　前記第１の表示装置に表示されているコンテンツをトラッキングし、前記ウェブ・サ
ービスと協働して、インターネットを介してアクセス可能な、前記第１の表示装置に表示
されている前記コンテンツに関連するデータを検索し、前記検索の結果として見つかった
データを前記少なくとも１つの第２の表示装置上でアクセス可能にするプロセッサと、を
含む、前記システム。
【請求項１７】
　前記インターネット検索の結果得られた前記データが、ユーザ・インタフェースを介し
て前記少なくとも１つの第２の表示装置上で提示される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ユーザ・インタフェースが、タブ・フォーマットを有するウェブ・ページを含む、
請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ユーザ・インタフェースが、スライドショー・フォーマットを有するウェブ・ペー
ジを含む、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記第１の表示装置および前記少なくとも１つの第２の表示装置が、テレビジョン・ス
クリーン、ラップトップ・コンピュータ、デスクトップ・コンピュータ、ネットブック、
スマートフォン、およびタブレットのうちの少なくとも１つを含む、請求項１７に記載の
システム。
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